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二
国
の
歴
史
が
過
去
に
お
け
る
国

民
生
活
や
社
会
生
活
の
実
態
を
証
す

る
各
種
の
史
料
に
よ
っ
て
よ
り
一
そ

う
明
確
な
も
の
と
な
る
こ
と
は
、
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
侭

文
部
省
で
は
、
‐
昭
和
二
十
二
年
度

よ
り
学
界
の
協
力
を
得
て
戦
後
と
み

に
散
逸
破
槙
の
端
そ
れ
の
多
く
な
っ

た
学
術
史
料
を
収
集
保
存
す
る
事
業

に
着
手
し
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
四

年
艇
に
は
史
料
館
瀧
設
け
、
そ
れ
ら

の
事
業
を
一
そ
う
推
進
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
、
．

こ
の
熊
う
に
し
て
、
史
料
館
は
、

学
術
史
料
の
収
集
挫
埋
に
あ
た
り
、
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さ
ら
に
事
業
の
進
展
に
と
も
な
い
（
小
村
弐
氏
）
北
蒲
原
部
安
田
露

史
料
の
分
類
整
理
お
主
び
そ
の
基
斎
藤
家
文
書
外
６
件
、
北
海
道

本
読
査
、
史
料
に
鴎
す
る
啓
も
う

（
高
倉
新
一
郎
氏
）
函
館
税
関
書

普
及
等
の
諸
事
業
遼
開
始
し
て
今
類
外
扣
件
、
石
川
県
（
若
林
害
三

日
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
郎
氏
）
鹿
島
鄙
住
吉
神
社
文
書
、

今
回
、
そ
れ
ら
の
事
業
活
動
お
山
梨
県
（
丸
山
国
雄
氏
）
中
巨
摩

よ
び
そ
の
重
要
性
等
を
広
く
御
理
郡
甲
西
町
塩
沢
家
文
書
外
２
件
、

解
い
た
だ
く
た
め
、
「
史
料
館
報
」
岐
阜
県
（
中
野
効
四
郎
氏
）
岐
阜

を
公
刊
す
る
は
こ
び
と
な
り
、
こ
大
学
郷
土
博
物
館
所
蔵
史
料
。

こ
に
そ
の
篭
一
号
を
世
に
送
る
こ
刊
行
物
加
年
３
月
所
蔵
史
料
目
録

と
と
な
り
ま
し
た
、
甑
十
一
集
（
日
本
実
業
史
博
物
館

こ
の
館
報
を
通
じ
ま
し
て
、
当
胴
蔵
史
料
Ｉ
錦
絵
・
添
付
・
地
図

館
に
対
し
今
俊
一
そ
う
の
御
支
援
・
竹
森
文
庫
）
発
行
予
定
。
な
お
、

と
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
士
う
お
当
館
受
贈
の
民
俗
資
料
の
収
集
に

願
い
す
る
次
第
で
あ
り
寵
す
、
尽
力
さ
れ
た
故
渋
沢
敬
三
の
追
悼

ー

｜
｜
I
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史
料
展
示
会
９
月
４
１
９
日
「
口

本
の
民
具
腿
」
詮
日
本
栃
白
木
屋

で
日
本
舗
民
文
化
研
究
所
と
共
催
㈲

川
月
９
．
扣
日
鋪
一
四
岡
近
世
史

料
腿
示
会
と
し
て
「
掴
絵
図
・
郷

帳
展
」
遼
当
館
で
開
催
、

史
料
所
在
調
査
左
の
地
区
の
各
地

三
九
年
度
事
業
報
告

方
鯛
査
員
に
依
嘘
し
て
次
の
結
果

を
得
た
、
（
１
月
末
）
、
新
潟
県

ー

記
念
「
日
本
の
民
具
」
第
一
巻
・

（
慶
反
社
刊
）
出
版
に
助
力
応

研
究
集
会
５
月
釦
ｌ
塑
日
の
日
本

図
書
館
協
会
関
東
地
区
公
共
図
瞥

館
聯
究
嬢
会
（
盤
理
部
門
）
（
於

長
野
県
上
山
田
町
名
月
荘
）
に
原

島
・
大
野
両
館
員
参
加
、

７
月
２
１
４
日
の
同
会
全
国
公
共

図
書
館
研
究
集
会
（
於
大
阪
市
日

本
生
命
中
之
島
ビ
ル
）
に
大
野
参

、
い
、
力制
月
窃
ｌ
幻
日
の
全
国
博
物
館
大

会
へ
於
東
京
逓
信
博
物
館
）
管
理

↑
運
営
・
研
究
部
門
に
遠
藤
・
大

給
・
中
村
三
館
員
参
加
侭

講
習
会
去
る
”
年
以
降
十
回
に
わ

た
っ
て
主
催
し
て
き
た
近
世
史
料

取
扱
講
習
会
は
、
講
習
内
容
及
び

受
講
者
の
性
格
な
ど
に
再
検
討
の

必
要
を
認
込
、
昨
年
度
に
続
き
今

年
度
も
開
催
を
中
止
し
た
”

こ
の
ほ
か
、
別
項
新
収
史
料
其
他
の

聴
理
・
調
査
を
行
な
い
、
年
間
二
○
一

人
の
閲
覧
者
、
東
方
学
会
其
他
の
見

学
者
を
受
付
け
た
、
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文
部
省
は
昭
和
二
鰹
年
、
学
術
史

料
の
収
集
・
保
存
、
懲
理
の
た
適
に

当
館
蓮
開
設
し
た
。
蕊
在
、
約
三
、

．
・
四
。
房
点
に
お
よ
ぶ
史
料
が
収
壌
・

‐
保
存
さ
れ
、
そ
の
一
部
ば
嬢
理
・
分

類
さ
れ
て
、
、
研
究
者
”
利
蝋
に
供
さ

れ
て
い
る
奄
そ
》
の
意
味
で
は
戦
俊
の

ぎ
急
激
な
史
斜
の
凱
迩
・
煙
滅
の
時
点

・
で
、
当
館
が
果
し
た
役
割
は
少
な
か

ら
ぬ
も
鰯
溌
あ
・
つ
た
と
み
で
よ
い
癒

し
か
じ
、
戦
農
三
○
年
、
時
代
ぱ
大

き
な
変
化
を
と
げ
、
そ
の
鱗
漣
お
け

暑
当
館
の
も
つ
意
義
も
、
自
ら
変
っ

て
こ
ざ
る
を
え
な
い
、
設
立
農
十
数

年
に
し
て
、
ま
う
や
く
こ
こ
に
「
史

料
館
報
』
の
創
刊
号
壷
発
刊
し
た
の

ほ
遅
き
に
失
す
．
る
感
が
強
い
が
、
そ

一
れ
は
新
し
い
時
代
に
即
応
す
る
た
め

一
に
、
当
餓
的
も
つ
悩
み
と
希
望
を
さ

》
ら
け
出
じ
、
世
論
に
よ
っ
て
、
今
俊

一
の
当
館
の
性
格
を
確
定
し
た
い
か
ら

↑
に
ほ
か
な
ら
な
い
八

蚕
・
…
当
蝿
如
笛
面
藏
彊
．
篭
．
一
～
ぬ
問
題
蕊

収
集
活
動
の
限
界
で
あ
る
、
最
近
当

史
料
館
の
当
面
》
す
為

鮒
の
収
嬢
の
大
部
分
が
．
、
古
醤
店
な

い
し
く
ず
紙
回
収
業
者
の
店
頭
よ
り

行
汰
わ
れ
て
い
あ
、
ぞ
れ
峰
当
館
の

史
料
収
獺
予
算
の
絶
対
的
不
足
と
、

散
逸
す
る
現
地
史
料
鋤
調
査
釦
た
あ

の
旅
費
が
殆
ん
ど
無
い
と
い
う
こ
と

が
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も

実
は
弱
過
去
の
当
節
の
史
料
収
集
方

法
に
対
す
る
学
界
・
難
・
万
の
競
判
を

率
穏
に
受
け
入
れ
、
吏
潤
漣
現
地
に

鍵
い
て
保
存
・
公
翻
さ
れ
、
南
央
に

譲
甑
す
べ
き
で
・
鐘
臆
い
と
の
基
本
的

老
え
に
立
ち
、
自
己
批
判
し
た
結
果

に
庶
る
鰯
で
あ
る
、

し
か
し
な
か
ら
、
殿
近
の
地
方
史

料
の
散
逸
の
蕊
惜
は
ま
た
鶴
し
い
も

の
が
瀧
為
。
史
料
の
現
地
主
義
證
貫
．

く
に
は
、
地
方
古
文
盤
館
も
僅
少
で

十
分
と
は
。
い
え
な
い
が
、
曲
り
な
り

に
も
大
学
・
図
調
館
等
で
保
存
が
な

さ
れ
て
い
る
㈲
従
っ
て
当
館
で
は
極

力
、
史
料
の
現
地
保
存
ぬ
た
込
庭
努

力
し
か
現
地
に
保
存
で
き
な
い
事
情

の
も
の
の
み
の
暇
集
に
と
ど
め
た
い
《

‐

闇

題

右
の
事
情
を
認
識
す
れ
ば
、
当
館

の
性
絡
・
事
業
に
根
本
的
な
再
検
討
を

加
え
ざ
る
麓
え
な
蝋
間
脳
の
箙
二
は

当
館
の
事
業
の
変
更
で
あ
る
。
こ
こ
黒

三
年
、
私
た
ち
は
当
館
の
運
営
に
つ
い

て
検
討
壷
進
め
て
い
る
が
、
遮
営
規
程

ば
ま
だ
制
定
、
施
行
す
る
庭
蕊
っ
て
い

な
い
、
し
か
し
、
今
陵
の
当
蹴
“
事
業

と
し
て
私
た
ち
が
考
え
た
案
が
あ
る
の

で
、
以
下
鯉
列
記
し
て
み
る
営
帥
史

料
の
基
礎
的
な
調
査
、
“
史
料
幻
収
集

通
い
し
爽
撫
鋤
導
真
複
写
緯
よ
る
収
藻
、

⑤
史
料
に
鍵
ぞ
る
基
素
的
瀧
究
、
紺
史

溌
の
豊
埋
・
侭
鴬
綱
史
料
？
公
鮒
・

複
写
サ
ー
鐘
）
〈
、
絢
訴
識
史
料
劇
録
・

史
懲
訴
庄
園
録
・
研
究
報
告
．
・
重
要
史

料
等
の
刊
行
、
㈱
史
料
に
関
す
る
啓
発

（
講
演
会
・
腱
示
会
等
の
開
雌
）
、
⑧

史
料
取
扱
溝
の
研
修
（
史
料
取
扱
識
習

会
の
鯖
維
）
、
例
史
料
侭
存
の
た
め
の

助
言
、
⑪
関
係
機
関
と
の
連
絡
、
刊
行

物
・
情
報
等
の
交
換
、
広
報
旙
測
、
と

な
っ
て
お
り
、
従
来
の
顎
蕊
に
対
し
て
、

新
し
い
も
の
壷
撒
加
し
だ
’
い
る
㈲

篭
三
の
問
題
は
、
史
料
の
統
一
的
分

類
、
鍵
理
法
の
確
定
と
、
近
世
古
文
書

学
、
文
識
学
的
研
究
、
制
度
史
・
統
計

醒
史
・
統
計

‐

的
研
究
の
必
要
性
が
緊
急
で
あ
る
こ

と
で
、
当
館
は
こ
れ
ら
の
研
究
塗
学

界
・
図
瀞
館
界
と
と
も
瀝
遂
行
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
御
．

繍
照
の
問
題
は
、
史
料
の
公
開
体

制
の
整
朧
で
あ
潟
。
当
館
の
保
存
史

Ｏ
ｑ
ｑ
品
？
守

蝋
の
う
ち
約
半
数
は
朱
整
理
で
あ
り
、

韮
の
解
決
腱
せ
ま
ら
れ
て
い
る
、
し

■
■
ａ
今
■

か
も
非
公
溌
を
た
て
前
と
し
、
柵
納

日
１
０
、
◇
・

員
・
鯉
覧
施
設
も
皆
無
で
あ
る
、
根

本
的
に
ば
人
員
．
‐
尋
算
の
獲
得
、
施

設
設
瀧
の
鉱
大
（
保
存
の
た
蕊
の
設

朧
も
含
逓
て
）
、
そ
れ
の
実
現
の
た

塗
の
研
轄
磯
関
へ
の
独
立
が
不
可
欠

で
窪
る
の
し
か
し
、
当
面
・
は
保
存
史

料
の
所
在
鋤
み
で
も
覗
確
に
提
示
す

る
責
任
が
あ
る
の
で
、
所
蔵
史
料
一

覧
表
を
収
載
し
た
、
．

な
お
認
最
近
日
本
史
登
料
セ
ン
タ
ー

設
立
の
幾
望
が
．
巖
扇
画
も
勺
史
料
の

保
存
と
平
等
な
公
開
体
制
が
一
般
に

欠
除
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
、
私
た
ち
所
磯
機
関
に
属
す
る
者

も
、
保
存
・
公
開
体
制
を
は
ば
む
障

壁
窪
排
除
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
と

思
う
、

△
口
角

－ －
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当
館
は
昭
和
三
七
年
に
新
館
を
建

設
し
、
こ
こ
に
旧
民
族
学
博
物
館
所

蔵
品
約
四
万
七
千
点
と
旧
日
本
突
業

史
博
物
館
所
蔵
品
約
四
千
七
百
点
の

寄
贈
を
受
け
て
収
減
し
て
い
る
ｎ
こ

れ
ら
の
収
蔵
品
の
整
理
・
分
瀬
・
管

理
は
、
研
究
職
員
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
分
野
に
近
い
も
の
を
、
㈹
旧

実
業
史
博
物
館
関
係
の
近
世
の
町
人

資
料
近
代
の
風
俗
資
料
、
②
旧
民

族
学
博
物
館
関
係
の
日
本
農
山
漁
村

の
生
活
用
具
、
⑤
同
じ
く
外
国
諸
民

族
の
生
活
用
具
資
料
の
三
つ
に
分
け

て
担
当
し
て
い
ゑ
‐
”
■

・
整
理
・
・
分
類
の
業
務
に
つ
い
て
は
、

基
本
力
・
Ｉ
ド
作
成
を
第
一
と
し
、
‘
次
・

に
隻
料
番
号
記
入
・
『
↑
台
帳
、
所
薩
簿

の
作
成
壷
行
な
っ
て
い
ゑ
《

こ
こ
で
問
題
ば
、
資
料
の
識
別
に
必

要
な
写
真
の
撮
影
が
予
算
約
延
も
技

術
的
に
も
制
約
さ
れ
て
い
る
た
め
、

相
当
長
期
間
を
見
込
謨
姫
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
、
篭
一
屋
ば
旧
所
蔵

者
か
ら
引
継
い
だ
目
録
の
資
料
名
が

民
具
収
蔵
庫
の
現
況
と
》
問
題

採
集
者
に
熊
り
不
統
一
で
器
り
、
‐
な

屯
Ｇ
ｐ
ｑ

か
仁
は
全
く
用
途
を
誤
認
じ
た
名
称

や
誤
っ
た
使
附
地
・
も
あ
り
、
そ
の
訂

正
に
は
物
償
文
化
に
開
蛍
急
離
水
研
‐

究
が
必
嘆
と
さ
・
れ
る
‐
‐
と
く
に
今
日

使
用
さ
れ
．
て
い
な
い
用
具
の
破
損
修
・

礎
の
勝
合
憾
勿
論
で
あ
る
が
そ
め
使

用
万
法
・
形
態
・
材
貿
・
製
作
技
術

に
わ
た
る
雄
礎
的
な
溌
綱
が
当
然
必

蕊
と
な
為
痢
・
そ
れ
と
同
時
に
鳳
本
の

地
方
文
化
や
外
撒
の
諸
民
鎌
の
文
化

の
中
峰
赫
排
為
齢
批
曲
収
嬢
蔭
料
の

位
臘
ず
げ
と
か
朧
史
的
変
避
の
過
程

淀
明
ら
か
に
し
て
い
く
一
連
の
研
究

勺
了
習

も
附
随
す
べ
き
も
の
と
瀞
え
て
が
い
る
（

し
か
し
、
収
蔵
庫
（
新
館
）
は
単
な

お
保
管
機
関
で
あ
る
と
い
う
、
行
政

上
の
考
え
方
‐
の
ゆ
え
に
、
以
上
に
記

し
た
蕊
礎
的
研
究
を
ふ
ま
え
た
業
務

・
は
ま
だ
公
に
認
ぬ
ら
れ
る
に
ほ
至
っ

て
い
な
い
現
況
で
お
る
穴
・

新
館
所
蔵
耐
資
料
は
へ
日
常
生
活

に
必
要
な
消
耗
品
的
な
性
格
の
用
途

を
も
つ
道
具
も
少
な
く
な
い
、
美
術

〆

ｰ

5

●ー

点

・
工
芸
品
と
比
較
し
た
場
合
、
生
活

用
具
は
特
寵
の
地
域
に
広
．
く
見
出
せ

鳥
こ
と
や
、
そ
瓢
自
身
が
観
賞
の
目

的
で
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
一
般
迄
ば
・

軽
視
さ
れ
が
ち
で
顔
る
ｎ
じ
か
し
当
・

館
資
料
の
中
に
も
製
作
者
の
創
意
や

工
夫
を
発
見
す
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
ｎ
そ
・
れ
ば
か
り
か
あ
る
時
期
、
あ

る
地
域
の
文
化
嘆
素
と
し
て
収
集
品

は
多
数
の
類
似
品
か
ら
残
さ
れ
た
貴

重
な
襟
本
と
し
て
の
意
義
鋤
あ
る
こ

と
も
今
後
は
広
く
展
示
会
を
通
じ
て

啓
蒙
ま
る
計
画
で
あ
る
、

保
存
管
理
は
こ
こ
二
年
間
も
っ
ぱ

ら
収
職
を
目
的
と
し
た
棚
“
多
連
多

列
の
引
出
し
の
設
峨
に
追
わ
れ
た
が
爽

龍
だ
計
画
の
半
分
も
実
現
じ
て
い
な

い
価
こ
の
ほ
覗
鰄
皮
管
制
・
防
虫

（
貸
出
し
も
多
い
の
で
で
き
れ
ば
毎

年
定
期
的
に
メ
チ
プ
ロ
ン
消
毒
を
実

施
し
た
い
）
、
耐
震
防
火
の
設
備
も

必
要
で
あ
る
が
、
来
年
度
は
衣
服
の

保
存
に
つ
い
て
最
適
の
方
法
を
計
画

し
た
い
、

最
後
に
、
警
備
の
人
員
が
皆
無
な

の
で
、
資
料
の
篇
時
一
般
公
闘
が
で

き
な
い
が
、
年
一
回
の
展
示
会
を
認

ー

（
４
頁
下
段
よ
り
続
く
）

の
分
類
・
法
、
・
目
録
規
則
を
早
急
に
確

定
す
る
の
ば
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、

一
般
図
溌
と
別
扱
い
に
し
、
分
類
は

家
わ
け
、
村
わ
け
を
先
行
さ
せ
、
そ

の
中
は
独
自
の
分
類
法
べ
十
進
分
類

形
式
の
採
否
は
別
に
）
の
確
定
が
必

要
な
ど
と
、
斑
ｃ
Ｒ
を
近
世
史
料
に

も
利
用
で
き
る
ま
う
改
訂
す
る
こ
と
へ

印
刷
目
録
へ
縦
型
）
塗
作
成
ず
る
こ

と
、
史
料
の
原
型
を
尊
諏
す
為
こ
と
へ

た
ど
の
意
見
一
致
言
み
だ
、
．

毎
鐙
へ
寵
権
李
っ
も
僅
霧
館
人
の
巻

え
方
を
十
分
に
理
解
し
へ
そ
の
聰
理

・
保
存
法
を
参
考
に
球
べ
き
で
串
奄
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
史
料
の
整
理
法

に
対
じ
、
当
館
な
い
し
近
世
庶
民
史

料
調
査
委
員
会
が
与
え
た
影
襟
が
極
§

め
て
大
・
き
く
、
Ｉ
ま
た
批
判
も
多
い
と

い
う
事
実
を
率
直
迄
認
識
し
、
そ
の

批
判
に
応
え
て
い
く
こ
・
と
が
、
今
後

の
私
た
ち
の
課
題
で
お
為
、

い
て
い
く
ら
か
で
も
広
く
研
究
者

・
一
般
の
利
用
に
役
立
ち
た
い
と
念

願
し
て
い
る
㈲

I

１
１
１



（4）

附図

新
館
収
職
庫
は
三
個
で
、
各
一
五
ｑ

一
五
○
、
一
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
の

広
さ
を
も
つ
、
各
刷
は
厚
い
コ
ン
ク

リ
の
壁
や
鉄
扉
で
外
界
か
ら
遮
断
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
室
内
に
は
殺
菌

灯
も
あ
る
、
，

そ
の
温
湿
度
を
約
半
年
間
測
定
し

０
０
．
０
０
鋼

８
６
４
２
０

湿
度
管
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0

た
と
こ
ろ
、
例
え
ば
、
附
図
Ａ
線
の

近
世
史
料
の
整
理
に
つ
い
て

上
う
に
、
か
な
り
変
動
が
あ
り
、
か

つ
、
多
湿
傾
向
を
有
す
る
こ
と
が
わ

ｌ
公
共
図
諜
館
研
究
集
会
（
整
理
部
門
）
に
鯛
講
し
て
Ｉ

か
つ
た
同

多
湿
は
か
び
と
、
キ
ク
イ
ム
シ
な
日
本
図
醤
館
協
会
公
共
図
識
館
部
的
な
考
え
方
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

ど
の
虫
害
の
味
方
で
あ
る
⑧
そ
こ
で
、
会
が
今
娠
獣
と
く
に
湿
世
史
料
の
整
②
史
料
の
分
類
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

国
立
文
化
財
研
究
所
保
存
科
学
部
岩
埋
と
い
う
テ
ー
マ
溌
描
げ
た
理
由
は
、
か
、
⑤
史
料
目
録
の
と
り
方
は
ど
う

崎
友
吉
先
生
の
御
撒
示
を
拝
ぎ
、
除
郷
土
の
貸
料
姿
員
会
を
中
心
に
、
郷
し
た
ら
形
（
い
か
、
側
史
料
の
管
理

湿
機
を
備
え
た
の
す
な
わ
ち
、
日
立
土
の
資
料
収
集
運
動
の
一
環
と
し
て
へ
装
備
・
配
列
・
保
管
等
）
に
つ
い

の
電
気
除
湿
磯
Ｒ
Ｄ
二
○
○
三
型
八
収
集
さ
れ
た
近
世
史
料
が
、
統
一
的
て
、
⑤
マ
イ
ク
ロ
に
よ
る
史
料
の
整

台
に
よ
っ
て
除
湿
し
た
と
こ
ろ
、
附
整
理
法
が
硴
立
し
て
い
な
い
た
め
、
理
に
つ
い
て
、
⑤
そ
の
他
、
の
順
で

図
Ｂ
線
の
ご
と
く
、
多
湿
期
に
お
け
殆
ん
ど
放
置
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
討
議
を
行
な
っ
た
、

る
湿
度
の
変
動
を
お
さ
え
、
そ
の
幅
な
い
実
情
詮
打
開
し
、
全
国
的
な
研
文
書
館
が
僅
少
な
現
在
へ
現
実
に

を
毎
日
２
筋
以
下
に
し
、
か
つ
、
湿
究
討
議
に
基
づ
く
、
新
し
い
近
世
史
史
料
蕊
収
集
・
保
存
し
、
公
開
し
て

獅
度
を
一
菫
弼
低
下
せ
し
過
る
こ
と
が
料
の
整
理
法
作
成
の
一
段
階
を
画
ぞ
き
た
公
共
図
書
館
の
役
割
は
大
き
い
の

で
き
之
犀
因
み
に
購
図
Ｏ
線
は
温
度
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
罰
ゞ
し
か
し
、
近
世
史
料
を
郷
土
資
料
の

の
推
移
を
示
す
、
研
究
集
会
ば
、
地
区
別
討
議
を
行
一
つ
と
考
え
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
↑

０１
透
装
、
虫
害
防
除
の
た
あ
、
年
．
一
な
っ
た
上
、
全
国
集
会
で
討
議
す
る
図
書
と
同
一
視
し
よ
う
と
い
う
意
見

回
、
全
露
密
封
の
上
、
寅
洋
鍾
蒸
株
方
法
種
と
っ
た
。
関
東
地
区
な
ら
び
が
強
く
、
従
っ
て
、
分
類
は
亜
Ｄ
Ｃ
、

式
会
社
に
上
っ
て
、
メ
チ
ブ
ロ
ン
三
に
全
国
の
研
究
集
会
は
貢
と
も
に
同
カ
ー
ド
記
載
は
Ⅳ
Ｏ
Ｒ
、
分
類
と
配

９
二
噂
の
投
与
を
行
っ
た
〈
一
の
蜜
項
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
架
ば
一
致
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
易

民
族
資
綴
の
材
質
ば
多
岐
に
わ
た
の
で
、
両
者
の
内
容
窓
一
括
し
て
、
い
向
ま
た
史
料
取
扱
の
専
門
職
員
が
、

る
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
保
存
方
法
以
下
に
記
述
す
る
、
少
な
く
、
統
一
的
整
理
法
も
な
い
た

８
が
開
発
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
長
期
討
議
の
前
提
と
し
て
、
㈹
史
料
の
め
が
、
私
た
ち
の
考
え
方
と
く
い
違

停
電
時
の
処
理
も
問
題
に
な
る
、
近
性
質
と
種
類
に
つ
い
て
、
②
史
料
の
う
而
も
少
な
く
な
い
ハ

代
的
収
蔵
庫
に
お
け
る
保
存
方
法
は
存
在
の
仕
方
、
を
当
館
職
員
が
識
義
熱
心
な
討
議
の
結
果
、
近
世
史
料

な
お
多
く
の
問
題
を
残
す
〈
し
、
つ
い
で
、
㈹
史
料
蕊
理
の
基
本
（
以
下
３
頁
下
段
へ
続
く
）

ー

一

‐

延一．
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収
蔵
史
料
の
整
埋
・
分
類
を
本
業
・

と
す
る
本
館
で
は
予
熊
員
鰻
館
内
外

で
の
一
研
究
活
動
や
、
そ
れ
を
基
礎
に

し
た
共
同
研
究
体
制
を
伸
ば
し
て
行

く
こ
と
は
な
か
な
か
悶
難
な
鋤
が
現

状
で
あ
る
、
し
か
し
、
史
料
悪
蒐
集

し
、
そ
れ
莚
整
理
・
分
類
す
る
こ
ど

の
ど
の
一
つ
藩
と
っ
て
も
、
利
用
者

の
要
望
に
充
分
に
こ
た
え
る
た
め
に

ば
、
当
館
と
し
て
つ
ね
に
学
界
の
動

向
な
り
研
究
史
の
現
状
な
り
を
適
確

に
把
握
し
て
お
く
こ
と
、
そ
の
た
必

に
館
員
の
研
究
活
動
琵
伸
ば
し
て
行

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
さ
い
わ
い

に
、
そ
う
し
た
問
題
点
が
、
館
内
外

の
関
係
者
の
努
力
に
上
っ
て
、
近
時
、

少
し
ず
つ
解
決
さ
れ
る
緒
口
が
出
て

来
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
、
そ
の

主
な
も
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
㈹

◇
機
関
研
究

昭
和
三
九
・
鵬
○
両
年
度
に
わ
た

る
文
部
省
科
学
研
究
費
（
機
関
研
究
）

の
交
付
蓮
得
て
「
近
世
城
下
町
史
料

の
基
礎
的
研
究
」
（
担
当
者
遠
藤
武
）

償

館
内
で
の
研
究
活
動

を
テ
ー
マ
と
す
る
共
同
研
究
が
、

三
九
年
度
か
ら
開
始
さ
航
た
（
研
究

費
総
額
二
○
○
万
円
予
定
）
ｎ
こ
れ

は
、
、
全
国
主
要
城
下
町
の
未
刊
史
料

詮
、
マ
イ
ク
・
ロ
フ
イ
ル
ム
に
撮
影
す

る
こ
と
が
当
迩
の
課
題
で
・
凝
る
臓
史

料
選
択
錘
観
点
及
び
分
撮
課
題
は
、

藩
財
政
（
協
力
者
所
三
鴇
）
城
下

町
制
度
機
購
へ
浅
井
潤
子
）
？
家
關

団
（
鎌
頗
、
永
吉
）
‐
・
商
業
へ
鶴
岡
実

枝
子
）
・
交
通
運
輸
（
藤
村
潤
一
郎
）

・
手
工
業
と
生
産
技
術
（
大
野
瑞
男
）

・
学
芸
思
想
（
原
島
陽
己
・
民
俗

へ
中
村
鍵
亀
智
）
・
家
族
へ
大
給
近

達
）
の
諸
分
野
に
わ
た
る
繊
三
九
年

度
ば
、
糸
魚
川
・
・
甲
府
・
鳥
取
・
上

田
の
調
査
莚
進
め
て
お
り
、
か
な
り

の
成
果
を
識
さ
め
定
い
扇
、
四
○
年

砿
は
、
糸
魚
川
・
上
田
の
第
二
次
調

査
の
外
に
、
金
沢
・
会
津
・
岡
山
藩

調
査
、
な
お
鯉
一
年
度
も
交
付
が
認

ぬ
ら
れ
れ
ば
熊
本
・
宇
和
職
の
調
査

を
予
定
し
て
い
る
侭
こ
の
成
果
と
問

題
点
は
共
同
研
究
を
通
じ
て
、
学
界

ｰ

■

に
公
開
し
て
行
き
た
い
、
な
お
現
地

調
査
に
際
し
て
熈
髄
係
各
位
か
ら

大
変
暖
か
い
ご
配
膳
と
ご
指
導
遼
賜

っ
た
、
紙
上
塗
か
り
て
厚
く
御
礼
を

噸
し
上
げ
る
、
来
年
度
以
降
も
ひ
き

続
き
変
ら
ぬ
ご
鞭
捷
と
ご
協
力
を
為

願
い
し
た
い
、

◇
各
個
研
究

砺
和
三
九
年
度
は
『
近
世
初
期
大

名
財
政
の
研
究
』
（
鎌
閏
永
吉
）
に

つ
い
て
研
究
費
へ
六
万
円
）
を
う
け

た
侭

◇
定
例
研
究
会

○
犯
・
４
．
杓
カ
マ
ュ
ラ
族
の
生

活
大
給
近
達

○
禿
・
６
．
”
江
戸
時
代
の
農
民

家
族
鎌
燭
永
吉

○
詣
・
９
．
鰯
服
飾
上
黙
り
み
た

涯
世
風
俗
遠
藤
武

○
調
・
旭
・
焔
近
世
に
お
け
る
鉄

の
流
通
大
野
瑞
男

○
鍋
・
池
・
畑
近
世
の
飛
脚
問
屋

藤
村
潤
一
郎

○
弱
◆
４
・
鱈
見
立
絵
に
つ
い
て

原
島
陽
一

○
弱
・
７
．
｜
・
、
大
阪
干
鰯
仲
買
仲

間
に
つ
い
て
↓
鶴
岡
実
技
子

＝

○
諏
・
９
．
汐
日
本
人
の
起
源
の

問
題
噸
村
俊
亀
智

○
豹
・
但
・
２
名
古
屋
商
人
の
性

・
格
浅
井
潤
子

○
“
・
ろ
在
地
本
〆
に
よ
る

幕
府
用
材
の
生
産
仕
法所
三
男

昭
和
三
八
年
以
降
の
館
内
研
究
発

表
塗
は
右
”
通
り
で
あ
ゑ
来
年
度

以
降
は
、
館
外
の
研
究
巻
と
も
積
極

的
に
交
流
し
て
行
く
た
め
窪
、
さ
ら

に
内
容
を
充
実
さ
せ
て
行
く
計
画
で

あ
る
ハ

◇
右
の
定
例
研
究
発
表
会
の
ほ
か
に
、

近
時
、
史
料
館
業
務
の
本
燃
で
あ
る

史
料
の
終
郵
と
分
類
方
法
に
つ
い
て
、

過
去
の
成
果
の
上
に
立
っ
て
そ
の
根

本
的
再
検
討
を
始
め
て
い
る
、
ま
だ

共
闘
討
議
は
緒
庭
つ
い
た
ば
か
り
で

あ
る
が
、
多
く
”
研
究
者
の
意
見
や

他
の
関
係
機
関
の
実
態
を
も
吸
収
す

る
た
あ
に
、
図
書
館
協
会
の
研
究
集

会
に
館
員
が
積
樋
的
に
参
加
す
馬
准

ど
し
て
、
分
類
・
整
理
の
研
究
を
進

め
て
い
る
八

7
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所
蔵
史
料
一
覧
慨
表
㈲
》
》
》
》
》
》
源
》
》

越
前
史
料
松
平
春
嶽
公
記
念
文
庫
旧
蔵
藩
史
編
築
資
料
謄
影
写
本

陸
奥
国
弘
前
津
軽
家
文
書
（
弘
前
藩
主
）

※
信
濃
函
伊
奈
郡
島
田
村
森
本
家
文
書
（
庄
屋
）

※
上
総
鯉
山
辺
郡
清
名
幸
谷
村
飯
高
家
文
謬
（
名
主
）

※
陸
中
函
下
閉
伊
那
鍬
ヶ
崎
村
佐
奄
木
家
文
書
（
宮
古
給
人
・
地
主
）

甲
斐
悶
僅
麟
郡
青
柳
村
秋
山
家
文
書
（
庄
屋
）

信
濃
圏
更
級
郡
鬮
野
口
村
小
林
家
文
審
（
松
代
藩
総
人
・
地
主
）

信
濃
国
伊
奈
郡
禍
島
村
片
桐
家
文
書
（
庄
屋
）

信
濃
国
伊
奈
郡
加
を
須
村
勝
家
文
書
（
名
主
）

出
羽
国
雄
勝
郡
揚
沢
佐
竹
南
家
文
書
（
久
保
田
藩
湯
沢
所
預
り
）

・
三
条
西
家
文
護
（
公
卿
）

※
武
藤
鉄
城
氏
蒐
集
史
料
出
羽
国
仙
北
郡
角
館
周
辺
農
制
及
給
人
文
書

信
濃
国
筑
摩
郡
桐
原
村
文
書

三
河
国
額
田
郡
深
瀧
村
八
田
家
文
書
（
喚
本
板
倉
氏
深
溝
陣
屋
代
官
）

※
三
河
国
額
田
・
碧
海
郡
村
々
年
貢
免
状

※
尾
張
幽
海
幽
郡
与
蔵
山
・
平
島
・
松
名
新
田
村
年
貢
免
状

美
鯉
国
際
見
郡
加
納
憎
汲
田
家
文
撫
（
宿
年
寄
・
魚
問
屋
）

※
尾
張
鰯
熱
田
眺
屋
町
岡
本
家
文
誉
（
地
主
）

美
濃
閏
羽
粟
郡
下
印
食
村
渡
辺
家
丈
講
（
庄
屋
）

美
漉
鬮
武
儀
郡
山
田
村
長
田
家
丈
醤
（
庄
屋
）

※
伊
勢
園
桑
名
郡
木
曾
岬
村
文
審

※
尾
張
幽
海
幽
郡
葛
木
村
渡
辺
家
丈
替
（
庄
屋
）

※
周
防
国
吉
敷
郡
仁
保
上
郷
・
中
郷
樹
絵
図

ー

※
長
門
国
豊
総
郡
清
末
毛
利
家
文
書
（
清
末
藩
主
）

信
濃
国
伊
奈
郡
島
田
村
松
荷
家
文
書
（
庄
家
）

信
濃
国
伊
奈
郡
柿
野
沢
村
牧
之
内
家
文
書
（
庄
屋
）

信
濃
国
伊
奈
部
柿
野
沢
村
宮
内
家
文
書
（
庄
屋
）

信
濃
函
伊
奈
郡
蔦
島
村
下
平
家
文
書
（
庄
屋
）

②
遠
江
凶
引
佐
郡
気
彌
宿
中
村
家
文
書
（
本
陣
・
気
賀
町
井
上
村
庄
屋
）

⑧
祭
魚
洞
文
庫
旧
蔵
水
康
匙
群
他

⑩
武
蔵
国
幡
羅
郡
永
井
太
田
村
掛
川
家
丈
蕃
（
繊
本
松
崎
氏
知
行
分
名
主
）

伊
豆
国
君
沢
郡
長
浜
判
大
川
家
文
誓
（
名
主
・
津
元
）

伊
豫
幽
儀
豫
郡
上
野
村
玉
井
家
文
書
（
庄
崖
）

①
遠
江
閏
佐
野
郡
桑
地
村
加
茂
家
文
審
（
庄
屋
）

尾
張
国
海
麺
郡
森
津
新
田
武
田
家
文
書
（
地
主
）

※
尾
張
廻
海
篭
郡
甚
目
寺
村
吉
川
家
文
書
（
割
元
）

相
模
璽
夫
注
駁
士
鐙
糾
漂
家
文
響
（
雛
本
窪
田
氏
知
行
分
名
主
）

出
羽
閏
秋
田
都
大
館
武
茂
家
文
書
（
久
保
田
藩
士
）

①
遠
江
国
榛
原
郡
嶋
村
山
田
家
文
書
（
庄
屋
）

④
出
雲
廼
樫
江
掻
平
家
文
響
（
松
江
藩
主
）

甲
斐
幽
巨
艤
部
今
福
例
文
癖

出
羽
閏
秋
田
郡
北
比
内
片
山
村
谷
地
旧
家
文
辮
（
肝
煎
）
，

出
猟
閏
秋
田
郡
大
館
岡
本
家
文
縛
（
久
鶴
田
滞
士
）

出
羽
鰯
秋
田
郡
南
比
内
二
井
田
村
一
関
家
文
僻
（
肝
煎
）

愛
知
県
庁
文
啓

尾
張
鬮
海
鍾
郡
神
戸
新
田
神
戸
家
丈
櫓
（
商
人
地
主
）

浜
村
栄
三
郎
氏
蒐
集
史
料

三
井
高
維
氏
蒐
集
商
業
史
料

信
溌
国
佐
久
郡
下
海
瀬
村
土
屋
家
文
雷
（
名
主
）

出
羽
国
秋
田
郡
大
葛
金
山
荒
谷
家
文
書
（
金
山
支
配
人
）

ー

戸
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出
羽
国
秋
出
部
久
保
田
小
賞
家
文
欝
（
久
耀
鑓
藩
士
）

尾
張
国
知
多
郡
半
田
村
中
埜
家
文
書
（
庄
屋
）

出
羽
趣
秋
鬮
郡
大
館
中
田
家
文
書
（
地
主
）

出
羽
函
秋
田
郡
大
館
栗
森
家
文
書
へ
浦
・
地
主
）

※
定
所
雑
録
一
七
冊

信
濃
国
埴
科
部
松
代
真
田
家
文
普
へ
繊
代
藩
主
）

清
水
谷
家
文
書
（
公
卿
）

播
磨
国
加
古
部
下
西
条
村
大
西
家
文
蓄
（
庄
屋
）

下
総
国
相
馬
郡
藤
代
村
横
瀬
家
文
書
（
名
主
・
・
本
陣
）

出
羽
国
平
鹿
郎
角
間
川
村
本
郷
家
文
書
（
地
主
・
商
）

甲
斐
国
巨
摩
部
穴
山
村
生
山
家
文
聲
（
神
官
）

出
羽
国
田
川
郎
大
山
村
大
・

甲
斐
国
巨
際
郡
戯
条
利
野
呂
瀬
家
丈
馨
。
（
名
主
）

※
九
店
仲
間
差
配
廻
船
文
書

※
武
蔵
国
荏
原
郡
品
川
領
検
地
帳

撰
津
国
大
阪
加
嶋
屋
長
田
家
丈
誉
（
両
替
簡
）

※
鰡
輿
丁
史
料
（
左
右
衛
府
沁
部
・
沙
汰
人
家
）
．

⑤
江
戸
金
吹
町
播
磨
崖
中
井
家
記
録
。
（
両
替
商
）

※
江
戸
奈
良
茂
家
文
審
（
材
木
商
）

⑤
摂
津
園
大
阪
塩
町
小
橋
屋
平
井
家
文
欝
（
呉
服
・
両
替
商
）

※
摂
津
国
兵
庫
北
風
家
記
録
（
諸
問
屋
年
寄
）
・

※
飛
鳥
井
雅
豊
日
記
元
録
二
Ｉ
宝
水
八
年

※
袖
岡
玄
群
家
記
（
蔵
人
所
衆
公
用
日
記
）
文
化
一
三
Ｉ
弘
化
四
年

⑤
武
蔵
国
入
間
郡
川
越
横
田
家
文
祷
（
町
年
寄
・
商
）

②
駿
河
幽
獄
士
郡
岩
本
村
文
欝
（
富
圭
川
渡
船
場
村
）

京
都
臨
済
宗
大
本
山
天
竜
寺
塔
頭
臨
川
寺
丈
播

※
磯
坂
雑
纂
（
三
井
高
遂
氏
蒐
集
史
料
）

ｰ

玉

燕
疑
勢
鬮
飯
濁
郎
松
坂
本
町
仙
蝋
嵯
水
谷
家
文
制
（
飛
掛
間
ｋ
）

⑬
武
蔵
国
幡
羅
瀧
下
奈
良
村
吉
綴
家
塞
篝
（
漿
奉
植
村
氏
知
行
分
名
主
）

④
阿
波
国
徳
島
蜂
須
賀
家
文
誇
（
徳
島
藩
圭
）

能
登
職
鳳
至
郡
中
層
村
凶
露
家
文
書
（
鋳
物
師
）

※
肥
後
藩
窮
関
番
所
手
形
貼
込
三
帖

※
肥
諭
幽
略
絵
図
二
舗

武
臓
闘
大
里
郡
大
麻
生
材
古
沢
家
文
諜
（
名
主
）

⑤
顕
斐
霞
山
梨
郡
下
井
尻
村
依
田
家
文
書
（
地
主
）

※
美
濃
国
不
破
郡
岩
手
村
竹
中
家
文
書
（
臓
本
）

※
摂
津
国
東
成
郡
天
王
寺
村
文
書

津
上
総
脚
天
羽
郡
萩
生
村
斉
藤
家
父
藩
（
瀕
方
名
籠
・
網
舌

⑤
伊
勢
国
飯
野
郡
射
和
村
大
黒
屋
富
山
家
文
書
（
呉
服
・
両
替
商
）

諸
礼
審
（
有
職
故
実
懇
）

常
陸
国
行
方
郡
牛
堀
村
須
田
家
文
書
（
庄
屋
）

越
後
風
頚
城
郡
楊
手
村
佐
礁
家
文
耕
（
大
肝
煎
・
庄
屋
）

信
濃
鰯
埴
科
郡
松
代
町
八
田
家
文
脅
（
町
年
寄
・
商
）

陸
奥
鬮
白
川
部
勝
本
村
根
本
家
文
盤
（
高
田
領
触
元
大
庄
崖
）
．
．

⑦
出
羽
国
村
山
郡
山
家
村
山
ロ
家
文
審
（
名
主
）

陸
奥
幽
白
川
部
棚
倉
馬
場
大
普
山
近
津
大
明
神
別
当
不
動
院
文
響

磐
城
鬮
石
川
部
大
畑
判
丈
鮮
（
龍
屋
角
田
家
他
金
沢
春
友
氏
篭
莱
史
料
）

出
雲
幽
大
原
郡
大
東
村
木
村
殿
文
諜
（
地
主
）

信
濃
鰯
佐
久
郡
御
影
新
田
柏
木
家
文
馨
（
開
発
人
）

紀
伊
凶
古
文
群
本
腸
文
庫
旧
蔵
（
本
属
内
遠
探
訪
史
料
）

一
●
恋
聴
氷
閣
逼
集
古
迩
審
（
三
井
潟
盤
氏
蒐
嬢
史
料
）

聴
氷
悶
蒐
渠
武
雛
瀬

ー.

ｂ
ａ
ｒ
－
ご
心
一
。

Ｉ

（
以
下
次
号
）
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出
羽
国
雄
勝
郡
湯
沢
町
小
川
家
文
譜

寛
政
以
降
の
久
保
田
藩
湯
沢
の
蔵

元
へ
雛
号
ば
本
庄
屋
）
業
務
に
関
・
す

る
史
料
毒
主
と
し
、
他
に
硫
競
。
龍

糸
・
米
・
莨
等
の
商
取
引
、
及
び
質

屋
関
係
を
含
む
江
戸
時
代
農
期
の
随

人
地
主
史
料
、
（
現
秋
鯛
県
湯
沢
市
、

数
量
一
三
○
冊
、
一
九
六
通
、
一
七
五

綴
論
一
巻
へ
一
括
）

肥
農
細
川
家
系
譜
類
織
川
家
譜

・
綿
考
輯
録
等
鋤
編
纂
雷
七
三
冊
、

家
譜
臆
覗
治
六
年
藩
総
譜
捕
韮
の
た

塗
の
録
上
控
本
年
＠
綿
考
輯
録
ば
細
川

藤
孝
Ｉ
光
尚
四
代
の
遺
文
“
逸
事
壷

挿
入
し
た
伝
記
で
、
安
永
七
年
の
編
。

他
に
内
容
的
健
憾
綿
考
輯
録
の
記
事

と
重
複
す
る
が
、
綱
利
の
相
続
す
る

慶
安
迄
の
藩
主
の
事
績
を
録
し
た
藩

譜
便
覧
（
天
保
三
年
編
）
等
、

信
淡
鬮
水
内
部
五
荷
村
水
野
家
文
欝

慶
安
以
降
の
検
地
水
帳
（
写
）
、

享
保
一
四
年
五
人
組
改
帳
等
瀧
初
め
、

概
ね
化
政
期
以
降
の
貢
租
関
係
帳
郷

を
主
と
す
る
飯
山
領
五
荷
村
の
村
方

史
料
と
＄
金
融
・
小
作
・
米
売
貿
．

新
収
史
料
紹
介

ル

酒
造
等
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治

初
縮
．
に
至
る
自
家
経
営
史
料
よ
り
成

る
（
現
長
野
県
下
水
内
郡
太
田
村
醤

剛
、
数
鍛
約
八
八
○
冊
、
三
一
綴
、

二
七
通
）

甲
州
山
梨
部
下
井
尻
村
井
尻
家
文
謹

昭
和
三
五
年
艇
購
入
の
同
家
文
蓄

の
追
加
分
、
天
領
村
の
名
主
文
書
で

あ
為
が
、
内
容
的
に
は
由
緒
書
そ
の

他
、
開
家
の
浪
人
身
分
と
し
て
作
成

さ
れ
た
史
料
が
最
も
多
く
、
享
諏
以

降
の
手
帳
（
・
日
記
覚
書
）
の
類
が
匙

較
的
綴
っ
て
い
る
。
（
現
・
迦
梨
市
下

井
尻
、
数
量
二
五
紺
、
三
鍵
．
一

八
一
遜
、
聿
ご
一
綴
、
二
巻
、
五
袋
）

遠
江
醗
篭
磁
郡
久
保
獄
秋
鹿
家
・
文
書

遠
江
国
府
八
幡
宮
社
家
文
書
と
し

て
誕
社
領
寄
進
状
を
初
め
、
社
地
久

保
村
の
土
地
・
・
租
税
及
び
給
地
百
姓

の
出
入
等
に
関
す
る
史
料
が
大
半
を

占
め
る
が
、
他
僅
元
禄
六
年
以
筋
中

泉
代
官
た
り
し
同
家
の
元
和
五
年
池

田
川
西
御
代
官
所
高
帳
を
初
め
と
す

る
代
官
仕
侭
に
関
、
す
る
諜
付
類
若
干

証
含
む
（
現
磐
田
市
久
保
、
敷
蹴

一
二
九
冊
、
一
四
九
通
、
三
橘
）

一

ｰ

新
館
民
具
の
収
集
は
予
算
皆
無
の

た
め
、
寄
鯛
に
よ
る
こ
と
以
外
は
全

く
行
わ
れ
て
い
な
い
現
状
で
・
踊
る
、

村
落
・
都
市
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、

生
活
が
急
速
に
改
善
さ
れ
．
都
市
的

な
生
活
用
具
が
急
激
に
浸
透
す
る
よ

う
に
な
っ
て
誕
匪
来
固
有
の
生
活
用

具
は
多
く
絶
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
鶏
現
在
の
状
況
で
は
、
鐵
蕊
な
資

料
が
み
す
み
す
失
わ
鯉
て
い
く
の
壷

見
逃
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
過
去
２
年

閲
、
新
館
へ
顎
謹
さ
鯉
．
た
溌
緯
感
主

と
し
て
次
鰯
通
り
罰

カ
ヌ
ー
（
・
一
点
、
擢
一
組
と
も
）

西
イ
リ
・
ア
ン
パ

ク
ワ
ン
産
業
株
式
会
社
寄
贈

斧
ご
点
）
ム
ン
ダ
族
（
杉
山
晃
一

氏
寄
贈

櫛
皮
布
二
点
）
ト
ン
が
鳥
（
青
柳

真
智
子
氏
寄
鵬
）

扇
（
三
点
）
魚
網
ご
点
）
笛
ご

点
）
嬢
（
一
点
）
和
佃
一
雄
氏
寄
贈

新
館
新
収
資
料

ｰ
ユ

◎
締
集
後
記
◎

所
蔵
史
料
一
髄
は
、
ば
な
は
だ
簡

略
不
備
を
承
知
の
上
で
、
あ
え
て
、

連
戦
す
る
こ
と
に
し
た
。
各
文
書
の

概
要
紹
介
は
逐
次
行
な
い
た
い
と
想

っ
て
い
る
。

な
お
、
当
館
な
ら
び
に
本
報
に
対

す
る
御
意
見
、
御
希
望
を
お
上
せ
願

え
れ
ば
と
思
う
。

市
町
村
合
併
の
際
の
廃
棄
書
類
は
、

い
た
ず
ら
踵
断
裁
処
分
さ
れ
、
ま
さ

鴬
戦
磯
篭
二
次
の
史
料
散
逸
期
を

む
か
え
て
い
る
ｎ
こ
れ
が
速
か
な
る

縁
塞
の
た
ぁ
の
立
塗
措
置
が
切
望
さ
↑

れ
愚
、
情
報
管
理
、
保
管
技
術
の
発
達
・
は

い
ち
じ
る
し
い
。
不
充
分
な
が
ら
、

各
種
の
実
験
デ
ー
タ
を
紹
介
し
て
ゆ

き
た
い
、

史
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